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アンカー付山留式擁壁工一般図
(現況復旧・天端嵩上案)

図示

北海道土木設計株式会社

北海道網走建設管理部

IP25

1330

1340 1342.1 1350 1360 1370 1380 1387.25 1390 1400

S403

ネット

カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
橋

看

S

カムイワッカ川⇒

滝つぼ

240

245

240

235

230

仮
橋

280

275

270

265

260

255

260

250

1320

245

仮BM No.2

H=250.000
橋地覆天端角上

仮BM No.3

H=251.090
3級基準点

ボーリング位置
H22B-2 H=250.88ボーリング位置

H22B-1 H=250.06

25
5 滝つぼ

235
230

25
0

250

▽DL=235.000

245.000

250.000

255.000

260.000

1
4
0
0

1
3
9
0

1
3
8
0

1
3
7
0

1
3
6
0

1
3
5
0

1
3
4
0

1
3
3
0

S

S

S

240.000

平成22年度調査起点
BP=  1320.000m

平成22年度調査終点
EP=  1400.000m

平成22年度調査起点
BP=  1320.000m

平成22年度調査終点
EP=  1400.000m

IPNo.2
(1362.35)79°

34'31"

1356.00 1369.50

9@1500=13500 9@1500=13500
3@150

0=450
0

1341.72 1382.97 1387.37

172°0'0"

1
00
00

1
00
00

7
4
82

8
1
23

9
0
58

9@1500=135005@1477+985+4@1477=14280
(5@1500+1000+4@1500=14500)

9@1496=13464
(9@1500=13500)

3@1467=4401
(3@1500=4500)

176°0'0"

SP=1341.72
SP=1356.00

SP=1369.50
SP=1382.97 SP=1

387.
37

▽EL=250.50(LEVEL)

標準断面図

IL

Tl

新設親杭 H-300×300×10×15
c.t.c=1.5m
L=13.0m

1
09
00

▽EL=250.50

2
0
00

3
0
00

2
9
00

▽EL=239.60

親杭長
L=10500

親杭長
L=11500

親杭長 L=13000 親杭長
L=9500

親杭長
L=8500

腹起材 L=8.5m

腹起材 L=14.5m 腹起材 L=11.5m

腹起材 L=2.5m

腹起材 L=2.5m

腹起材 L=11.5m腹起材 L=14.5m

笠コンクリート 500×500

計画道路センター

10000

グラウンドアンカー工

PC板

c.t.c=3.0m

透水管φ150

笠コンクリート 500×500

S=1:100

SP1370

側　面　図 S=1:200

平　面　図 S=1:200

アンカー付山留式擁壁工一般図
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既設土留め壁(自立式)

時　代 地　　層　　名 記　号 記　　　　　　　事

凡　例

ナマコ山溶岩

崖 錐 堆 積 物 礫混り火山灰質土砂からなる

硬質な安山岩主体
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設計条件

土留め壁の許容応力度(地震時1.5倍) 曲げ:σsa=140N/mm2,せん断:τa=80N/mm2

極限状態:0.60Tus(0.80Tus),降伏状態:0.75Tys(0.90Tys)

σck=24N/mm2,τa=0.8N/mm2

1000kN/m2(軟岩)

擁壁構造形式 アンカー付き山留め式擁壁

基本条件

地表面の上載荷重
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γ=19kN/m3,φ=30°
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アンカー鋼材の許容引張力{( )内地震時}

グラウトの許容付着応力度

アンカーの定着層極限せん断強度

アンカーの極限引抜力に対する安全率

盛土材料

90cm(斜里町,知床公園内)置換厚

q=6.3kN/㎡(積雪深1.8m×3.5kN/m3)積雪荷重
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知床公園線（地特１２５）交安工事
（構造物設計）その２

概算工事費（本工事費）：104,000　千円(2,300千円/m)

(現況復旧・天端嵩上案)

▽河川区域境界ライン
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